

































会教育課程部会が 「幼稚園,小 学校,高 等学校
及び特別支援学校の学習指導要領の改善につい
て」答申 した。平成20年 版学習指導要領改訂の
骨格の公表である。10項 か ら成 り,9項 目には
「教 師が子 どもたち と向 き合 う時間の確保など
の教育条件の整備等」の記述がある。「生 きる力」
の理念の実現に向けて,個 々の子どもの知識 ・
技能の習得,思 考力 ・判断力,表 現力等の育成,
言語活動等の充実が改善事項 とされ,そ れには











「受講者ノー ト」の原理の整理と 「受講者ノー ト」
が学生の論理的思考 ・記述の基礎学力(以 後,
論述基礎力と記す)の 育成に有効であることを
明 らかにした。 さて,こ の 「受講者ノー ト」活
用の授業展開の中にこそ,現 在,問 われている




「受講者ノー ト」活用 を手がか りに,新 教育課





皿　 新教育課程 と 「受講者ノー ト」活用の構想
　 1　 「社会科教育法」教育における 「受講者
　　ノー ト」活用の理論






授 ・学習過程 には次の原理が付随 し,「受講者
ノー ト」にはその原理を起動 させる機能がある6)。





















維持 は,授 業成立には不可欠であ り,「受講者
ノー ト」はこれを可能にする。








視点をあげている。(図1)四 側面 とは1「 成
長 ・発展への志向」II「 自己の対象化 と統制」
皿 「学習の技能と基盤」IV「 自信 ・プライ ド・
安定性」である8)。「受u者 ノー ト」 は,学 習者
が内に持つこの四側面に作用 し,自 己教育性の
促進を可能にする。





自己教育が 「学習意欲 と学び方の習得,生 き方
の探求」 という陶冶 と訓育の統合の概念である
のに対 し,自 己学習は訓育を含 まない陶冶の概
念である。学び方を学びつつ学習課題の解決に
取 り組む意欲,能 力であるg)。「受講者ノー ト」
は,そ の学 び方にかかわる 「問いを立てる能
力」の酒養を可能にする。





学習 という共通の目的の もとに一定期間,相 互
作用をもつことにより,成 員問に心理的一体感
と自己の行動基準を方向づける作用を持つ集団
をいう1。)。「受講者 ノー ト」が対象 とす る受講










答申では 「一斉指導の方法に加 えて個に応 じた
教育の実施」 と記す に留めているlll。新教育課
程の理念に基づ き,そ こで期待 されるねらい と
方法 を構想すると次の教授,反 応受容,評 価 ・
助言の育成活動が考えられる。そのねらいは,
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判断力,表 現力の育成,③ 「生 きる力」の育成
には①授業における個別の学習者理解が欠かせ





　 以上の教育意図 と方法 は大学授業 における
「受a者 ノー ト」活用の機能と合致する。
　 i「 受講者ノー ト」の活用によ り,「三方向
のコミュニケーション」が維持 され,個 別の学
習者理解が可能になる。学力実態のほか個別の
認識,能 力,態 度(認 知傾向,感 受傾向,操 作
傾向)の 傾向の理解,過 去の学習経験,生 育歴
の実態把握などが 「受講者ノー ト」か ら読み取
ることができる。
　 ii「受講者ノー ト」の活用により,論 述基礎
力の育成,自 己学習力の酒養が促 され,講 義内
容の知識 ・技能の習得と思考力 ・判断力,表 現
力の育成を図ることがで きる。
　 iii「受講者 ノー ト」の活用によ り,「生 きる
力」 と同意語の 「自己教育性」が促進 される。
教授,反 応受容,評 価 ・助言の一連の教師の活
動の中で,「 受講者 ノー ト」の記述 を通 して学
生は,自 己教育性の四側面 にかかわる活動を始
動するようになる。




よりよく生きる生き方 ・学び方が促 され,講 義
計画実施の進行に伴い受講集団のモラールの高
揚が期待できる。
　 このように,教 員養成大学 ・学部の授業の中
で 「受講者ノー ト」を活用す ると,学 生は 「教
師が子 どもたちと向き合 う時間の確保」が求め
る教育の意図 と方法を理解 し,そ の取 り組みに
関心を示すようになる。
皿　 「社会科教育」における 「受講者ノー ト」
　活用の実践1
　大講義 「社会科教育方法論」(2008年 前期)
における 「受a者 ノー ト」の原理の検証
1　 授業計画の概要
　平成20年 度 「社会科教育方法論」 は,次 の計
画で実施 した。社会科の本質,性 格,目 的に関
する内容は3回,社 会科の教育内容 に関する内
容は4回,社 会科の授業構成 と評価 に関する内
容は4回,社 会科教師の在 り方に関する内容 は
2回 であるユ3)。
2　 「受講者ノー ト」活用の計画
　(1)「 受講者ノー ト」の配布 と内容
　 「受講者ノー ト」とは,個 別的には,授 業者
の講義内容に対する受講者の主体的な認識,思
考,意 見等を記す用紙 と全体的には,そ の内容
からなる印刷物 をいう。毎回,講 義終了10分 ～
15分前に記述させ,そ の内容の主な ものを十数
名選んでは印刷,翌 週,個 別の用紙 の返却 と共
に受講者全員に配布(A4サ イズ2枚)す る受
講者の反応記録である。毎回,公 平 を期 して新
掲載の学生のノー トの一部,又 は全文を優先的









は,講 義内容の理解の深化 と発展に資す る過程
で行 うのが妥当である。そこで,毎 時の 「受講
者ノー ト」の記述内容の評価 は積極的に行い,
その評価 ・助言の蓄積を通して論述基礎力の向
上を図る。具体的には,個 別の 「受講者ノー ト」










　　第1回(4月10日)の 「受a者 ノー ト」で
　は,評 価C,Dの ノー トが多かったため,「評










3　 「受講者 ノー ト」の原理,機 能に関する学
　生の意識
　(1)「 受講者 ノー ト」の原理,機 能に関する
　　意識調査の実施
　 「社会科教育方法論」 における 「受講者ノー
ト」の活用について受講学生を対象 にアンケー
ト調査(無 記名)を 実施した。そこでは 「受講
者ノー ト」の原理に関する項 目の回答 とその理





　た。私 自身,正 直,真 剣に書いていなかった。
　友人が懸命に書 く姿 を見てこれではいけない
　 と書 くようになった。　 　 　 　 　 (1.A)
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表1　 「受講者ノート」の原理に関する学生の意識調査結果 2008.7.17調 査


























力 されている姿。「受講者 ノー ト」をしっか
　り読んで くださり意欲がでました。　 (H.Y)











・平成14年 度:大 学の講義は 「行って」が主で
すが,こ の授業 は 「返って」「また行 く」が
あり本当に頭を使います。「人間は見つめられ
るときれいになる」。謎が解けました。(H.S)





・ 「受講者 ノー ト」,1,2回 は書かされてい
る意識が強かった。 しか し,書 いてい くうち
　に 「受講者 ノー ト」記述のため自分の中でも
　う一度講義 をしてい くのが習慣 になった。 自
己教育力の促進が意識で きるようになった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 (T.H)
・平成17年 度:今 日の講義で何かを掴 もう,学














・平成17年 度:「 受講者 ノー ト」を書 くと思っ
て講義を聞くと,「へ えっ。～はどうなのか
な?」 という自分の心の中の声を聞くことが
　できた。　 　 　　 　　 　 　　 　　 (K.M)
・平成18年 度:「 何について書 くのか」「どの
　ように書 くのか」「なぜそうなのか」「これで
　よいのか」。問いがなくては考えることも表








・平成17年 度:「 受講者ノー ト」 を書 くことで
金1ク ラス全体が真剣 に授業を聞 き,考 える





・全14回 書いて きた 「受講者ノー ト」は単なる
学習のまとめではな く,自 分 を教育 し自ら問
　いを持ちモラールを高揚させ るといった陶冶
　と訓育を担い自分 を高めるものである。教育
　はただの知識 の授受で はな く教師の人間性
　あってのものだと感 じた。　 　 　 　 (K.A)
・ 「教育は対象の理解 に始まる」。私はこの言
葉の意味の大 きさを感 じた。先生の授業の分
　か りやす さはこの熱意か ら生まれたものだと
　感じた。　　　　　　　　　　　　　 (Y.K)
・ 「受講者 ノー ト」,次 もがんばって書 こうと
思えたのは毎回の先生のコメ ントです。私の
母は小学校の教師,1ク ラス30人 を見るのも
　手いっぱいなのに200人 以上 と伝 えると驚い
　て今までの私のノー トを見せてほしい と頼 ま
　れた。初めて読む人もこの授業の内容が分か
　るとい う。「受講者 ノー ト」は紙面授業。一
　生残るものにします。　　　　　　　 (T.A)
・授業は教師,生 徒 との対話で成 り立つ。大学
　に入 ってより強 く感 じるようになった。200
　人以上の講義,自 分が しっか りしていなけれ
　ば何 も得るものはないほどコミュニケーショ
　ンが為 されていない。 しか し,こ の講義 は
違った。「受講者ノー ト」がその証である。
　どうやらこのノー トは私の一生の宝 とな りそ
　うです。　　　　　　　　　　　　 (K.K)




　教授 ・学習過程 には5つ の原理が付随 し,






























発表3回 である。「受講者ノー ト」 の活用は演
習発表を除いて11回,そ の うち,第8回 「社会
的論争問題の教材 開発,授 業論」(2008年11月







の 「受講者ノー ト」では,通 常の内容項目に加
えて,そ こで見 られる論述基礎力向上のポイン
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トを示 し,該 当するノー トの一部を掲載した。
その一部 を記す と次の通 りである。
　 i　 講義のテーマ,ね らいの記述:よ いノー
　　 トは書き出しがよい。






　 ii　時系列に基づ く講義内容(学 習事項 ・学
　　習内容)の 記述
　　　テキス ト,文 献等か ら必要事項を引用す
　　るなど正確な知識の記述を行 う。




　 ・今 日学んだことは 「社会科授業で公民的資
　　質は育つか」 ということだ。「公民的資質











　　願い」 と 「土師ダム建設の経緯」で個 と集




　　察:よ いノー トはまとめの記述が よい。
　 ・堤先生の 「知る→分かる→考える→行う」
　　の四段階の学習過程のうち,「 行 う」 に重
　　点を置 く授業は一見,よ い指導法であるよ
　　 うに思われた。しかし,今 日の授業を受け
　　 て,「 行 う」だけでな くその前の 「知 る→
　　分かる→考える」 ことがあってこそ 「行 う」
　　行為が生 きるのだと実感 した。事実認識を
　　おろそかにしてはいけない。　　　 (N.M)
　 v　 今 日の講義で想起 したことなど関連事項
　　及び自己課題の記述
　 ・私は山口県川上村に住 んでいた。土師ダム
　　 と同様 「川上村 と人々の くらし」について
　　学んだ。今の当たり前が先人の努力や苦労
　　 に基づ くことが分かる。　　　　 (K.Y)














　 また,第8回 の 「受講者ノー ト」の論述基礎
力育成の記述に学び,書 き出しとまとめの記述











　 さい」 とは言 っていない。ダムを作る側 と水
　没地区住民の事実の記録資料である　子供の
　 反応を見ると 「水は大切だ」 という認識の芽
　生えがある。子供自身による自然な認識過程












　の受容 と組織化 は有効 となる。(略)高 校の
　授業は概念的知識ばか りで具体的資料 と発問




　せるために重要である。　 　　 　 　 (S.M)
③自己の経験想起による社会認識の深化,統 合
　の記述

































3　 「社会科教育内容論」にお ける 「受講者
　 ノー ト」活用の考察
　 「受講者ノー ト」は,社 会科教育方法論,社
会科教育内容論において社会認識形成 と論述基
礎力の育成に有効である。 まず,テ ーマ ・ねら
いを明確にして講義内容を時系列にそってまと
め正 しい情報整理を行う。その後,各 学生の関
心に基づき多様な解釈,考 察 を行い,文 末には
関連情報の想起 も加えて社会認識の統合 ・深化
と自己課題のまとめを行 う。上記の論の展開は,
各学生から自ず と生 まれ,こ れを 「受講者ノー
ト」で公表すると受u集 団に共感,共 有の輪が
広が り,善 さへの連鎖 として,次 回の 「受u者
ノー ト」の社会認識の記述 と論述基礎力の表現
に好影響 をもたらす。




とそれを構成 している人達で,も う1回 分の角
度の違う授業を受けている気にさえなれました」







おける 「受講者 ノー ト」活用 の機能の検証を
図った。その結果,「 受講者ノー ト」 には通常




発 達 教 育 学 部 紀 要
間の在 り方 を一考す る手がかりも得ることがで
きた。学習者に対す る機能は次の4点 である。





自己存在感,自 己学習状況,自 己教育の構 えな
ど個別の学習者に対する授業者の尊重,態 度が
「受講者 ノー ト」活用 に表れ,学 習者の姿勢,
態度を旺盛 にしていった。大規模授業において
も 「受講者ノー ト」 は個々の学生の受講姿勢,
受講内容,受 講態度に深 くかかわる学習条件を
備え,作 用 していたと言える。









は教師,生 徒 との対話で成 り立つ。大学に入っ
てより強 く感じるようになった。200人 以上の
講義,自 分が しっか りしていなければ何 も得る
ものはないほどコミュニケーションがなされて
いない。 しかし,こ の講義は違った。「受r者












　 3つ は,「 受講者 ノー ト」は論述基礎力の基
底 をなす コミュニケーション能力向上の必要性
を促 している。授業中の生徒は,通 常,「 話す」
「書 く」のコミュニケーション活動を行っている。
「話す」 とは自己外対話,相 手が見える社会的












り上げたノー トと 「受講者ノー ト」の違いは,
前者は自分用のノー ト,後 者は他者にも分かる
ノー トである。「私の母は小学校 の教師,私 の
ノー ト(「受講者ノー ト」)を 見せてほしい と頼
まれた。初めて読む人もこの授業内容が分かる
とい う」(前 掲96頁)の 記述 は,他 者を意識 し
た論述基礎力の向上結果の表現 と言える。






を持ち,モ ラールを高揚 させるといった陶冶 と
訓育を担い自分を高めるものである。教育はた
だの知識の授受ではな く教師の人間性あっての
ものだと感 じた」(前 掲96頁)「 教師になった時,






(受講者)体 験か らは欠落 してい くのではない
か と思われる。







　 まず,授 業における学習者理解の蓄積 として,
全授業の 「受講者ノー ト」の通読 を通 して,個






旺盛で過去の学習経験 ・生育歴か ら現在 に至る
まで心理的に安定 していると思われ る学生,2
つは,「 自己優先,目 的,内 容記述型」。自己主
張が旺盛で過去の学習経験 ・生育歴から現在に
至 るまで心理的に安定していると思われる学生,
3つ は,「安定優先,自 己,目 的,内 容記述型」。
学習姿勢が消極的で過去の学習経験 ・生育歴に
おいて教師とのかかわ りの距離がやや遠 く,心
理的に不安定 と思われる学生,「 受講者ノー ト」
における教師の個別の助言や 「受講者ノー ト」









感に反応 していた。 「自分 自身すご く成長 した
と感 じ自分の記述 に自信が持てるようになった。
三方向のコミュニケーションによる教育の力に
驚いた」「「受講者 ノー ト」,1,2回 は書かさ
れている意識が強かった。しか し,書 いている
うちに 「受講者 ノー ト」の記述のため自分の中
で もう一度講義 をしてい くのが習慣 になった。
自己教育力の促進が意識できるようになった」
(前掲95頁)。 これに類する記述は多 く,大 規模
授業で学ぶ学生 も等 しく,と りわけ,強 く個別





ているが,大 学全入時代の今 日,そ の問題点は
是正されな くてはならない。
　 「受講者ノー ト」活用による授業者への機能


















同一授業科 目の授業を繰 り返 しているが,毎 度,
新鮮な緊張感を伴い新たな授業内容 を手にする
ことができるのは,授 業者(筆 者)と 新学習者
との協同活動による授業成立の成果である。















発 達 教 育 学 部 紀 要
に向けられた課題ではないかと考える。
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17)前 掲6)89頁 ～90頁 に詳細な記述がある。
18)吉 本均 「講義法」奥田真丈,河 野重男 『現代
　　教育学大事典』③ ぎょうせい1994年61頁
19)前 掲15)145頁
20)宇 津木大平(高 校教員)「 答案は宝の山 教師
　　が採点 を」朝日新聞 『声』2007年(平 成19年
　　 4月11日,答 案には指導上大切 な情報が含ま
　　れてお り,全 国学力調査の採点 は教師が行う
　　べ きだと意見を述べている。
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